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特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2020 年３月期第２四半期において、下記のとおり特別損失を計上しますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生とその内容 

 

（１）連結決算 

減損損失       112 百万円 

  海外子会社 GDLH Pte.Ltd.（以下 GDLH 社）が所有するカジノマシンについて、減損の兆候が把握され、かつ

東南アジアにおけるカジノマシン需要の急激な縮小による中古流通価格の下落の影響により、減損損失が測定

されたことから、固定資産の減損に係る会計基準に基づき、当期の連結財務諸表において、減損損失を特別損

失として計上するものであります。 

 

（２）個別決算 

関係会社株式評価損  197 百万円（注） 

  GDLH 社における業績不振及び減損損失の計上に伴い、当社が資産に計上している GDLH 社株式の実質価額が

著しく下落したため、回復可能性を検討し、当期の個別財務諸表において、所要の関係会社株式評価損を特別

損失として計上するものであります。 

 

（注）当社は 2019 年７月 19 日付「（個別決算）特別損失の計上に関するお知らせ」において、お知らせのとおり、

第１四半期個別決算において、関係会社株式評価損 255 百万円を計上していることから、第 2 四半期累計の個別

決算における関係会社株式評価損の総額は 453 百万円となります。 

 

２．業績への影響 

  上記の減損損失を計上した 2020 年３月期第２四半期決算の内容につきましては、本日、別途開示する「2020

年３月期決算短信［日本基準］（連結）」に反映しております。 

   また、減損損失計上に伴い、当期の連結業績予想を修正いたします。本日詳細は別途開示する「業績予想の

修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  なお、個別決算に係る上記の損失は、連結上相殺消去されることから、連結業績への影響はありません。 

 

 

以 上 


